
1 
 

出典：裁判所ホームページ（https://www.courts.go.jp）の裁判例情報をもとに作成 

事件番号 昭和 47(オ)897 原審裁判所名 東京高等裁判所 

事件名 配当異議 原審事件番号 昭和 46(ネ)2823 

裁判年月日 昭和 49 年 11 月 5 日 原審裁判年月日 昭和 47 年 6 月 15 日 

法廷名 最高裁判所第三小法廷   

裁判種別 判決   

結果 棄却   

判例集等 集民 第 113 号 89 頁   

 

判示事項 一、信用保証委託約定書六条一、二項の解釈 

二、代位弁済による求償債権の損害金に関する特約と第三者 

裁判要旨 一、信用保証委託約定書六条一、二項の約定は、信用保証協会が債務を弁済し

た場合において、求償権及び代位の範囲を第三者との関係についても定めたも

のではなく、単に保証人との間において右協会に負担部分がないことを定めた

ものと解すべきである。 

二、信用保証協会が債務者及び保証人と、右協会の代位弁済による求償債権の

損害金につき法定利息と異なる約定をしても、右協会は右約定を第三者に対抗

することはできない。 

 

全 文 

主    文 

 本件上告を棄却する。 

 上告費用は上告人の負担とする。 

理    由 

上告代理人水田耕一、同村田武の上告理由第一点について。 

原判決（その引用する第一審判決を含む。以下同じ。）は、本件信用保証委託約定書六条一、

二項の約定が、上告人が債務を弁済した場合において、その求償権及び代位の範囲を第三者と

の関係についても定めたものではなく、単に保証人との間において上告人に負担部分がない

旨を定めたものと解するほかないとしたものであつて、右判断は正当として是認することが

できる。原判決に所論の違法はなく、論旨は採用することができない。 

同第二点について。 

原審が適法に確定した事実関係のもとにおいて、債務者及び保証人と上告人との間で上告

人の代位弁済による求償債権の損害金について法定利息と異なる約定をしても、上告人は右

約定をもつて第三者に対抗することができないとした原審の判断は、正当である。原判決に所

論の違法はなく、論旨は採用することができない。 

よつて、民訴法四〇一条、九五条、八九条に従い、裁判官全員一致の意見で、主文のとおり

判決する。 

(裁判長裁判官 高辻正己 裁判官 関根小郷 裁判官 天野武一 裁判官 坂本吉勝 裁判

官 江里口清雄) 

 

 

※参考：金融法務事情 738 号 34 頁、金融商事判例 445 号 7 頁 


